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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　載置部と、
　前記載置部に載置された原稿を搬送する搬送部と、
　前記原稿を読み取る読取部と、
　前記原稿の原稿幅を検出する原稿幅検出部と、
　第１排出口に通じる第１搬送経路、及び前記原稿の幅方向において前記第１排出口より
も狭い第２排出口に通じる第２搬送経路のいずれか一方へ前記原稿を案内するかを切り替
える搬送路切替部と、
　制御部と、
を備え、
　前記制御部は、
　前記搬送路切替部が前記第１搬送経路と前記第２搬送経路のどちらに前記原稿を案内す
るかを示す搬送路切替情報を取得する取得処理と、
　前記原稿幅検出部の検出結果に基づいて、前記搬送部により搬送される前の前記原稿の
原稿幅が、前記第２排出口の前記幅方向における幅を示す基準幅以上である第１原稿種で
あるか、前記基準幅よりも狭い第２原稿種であるかを判断する判断処理と、
　前記取得処理で取得した搬送路切替情報及び前記判断処理で判断した原稿種に基づいて
、前記搬送部により搬送されている前記原稿の搬送を停止するか否かを決定する決定処理
と、
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を実行する、読取装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の読取装置であって、
　前記制御部は、
　前記取得処理において、前記搬送路切替部により前記第２搬送経路に切り替えられてい
ることを示す搬送路切替情報を取得し、前記判断処理において、前記搬送部によって搬送
される前の前記原稿の原稿種が前記第１原稿種であると判断した場合、前記決定処理にお
いて、前記搬送部により搬送されている前記原稿の搬送停止を決定し、
　前記決定処理において前記原稿の搬送停止が決定された場合に、前記搬送部により搬送
されている前記原稿の搬送を停止する搬送停止処理を更に実行する、読取装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の読取装置であって、
　前記第１搬送経路は、湾曲部を有し、
　前記制御部は、
　前記取得処理において、前記搬送路切替部により前記第１搬送経路に切り替えられてい
ることを示す搬送路切替情報を取得し、前記判断処理において、前記搬送部によって搬送
される前の前記原稿の原稿種が前記第２原稿種であると判断した場合、前記決定処理にお
いて、前記搬送部により搬送されている前記原稿の搬送停止を決定し、
　前記決定処理において前記原稿の搬送停止が決定された場合に、前記搬送部により搬送
されている前記原稿の搬送を停止する搬送停止処理を更に実行する、読取装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の読取装置であって、
　前記載置部は、前記原稿に後続して前記搬送部によって搬送される後続原稿が載置され
ており、
　前記制御部は、
　前記取得処理において、前記搬送路切替部により前記第１搬送経路に切り替えられてい
ることを示す搬送路切替情報を取得し、前記判断処理において、前記搬送部によって搬送
される前の前記原稿の原稿種が前記第１原稿種であると判断した場合、前記搬送部によっ
て搬送される前の前記後続原稿の原稿種を判断する前記判断処理を実行することなく、前
記決定処理において、前記搬送部により搬送されている前記後続原稿の搬送を停止しない
ことを決定する、読取装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の読取装置であって、
　前記第２排出口を覆う閉状態、及び前記第２排出口を開放する開状態、のいずれかの状
態に切り替わる排出口カバーと、
　前記排出口カバーの開閉状態を検出する開閉検出部と、
を更に備え、
　前記制御部は、
　前記取得処理において、前記開閉検出部の検出結果に基づいて、前記搬送路切替情報を
取得する、読取装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の読取装置であって、
　記憶部を更に備え、
　前記制御部は、
　前記原稿幅検出部の検出結果を前記記憶部に記憶させる記憶処理を更に実行し、
　前記取得処理において、前記記憶部に記憶された前記原稿幅検出部の検出結果に基づい
て、前記搬送路切替情報を取得する、読取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本明細書に開示される発明は、原稿を搬送して読み取る読取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、原稿を搬送して読み取る読取装置が知られている（例えば、特許文献１）。読取
装置では、搬送される原稿の厚みが厚くなると、原稿に曲がり癖がついたり、ジャムが発
生するなどの問題が生じる。そのため、従来から、搬送される原稿の厚さを検出し、検出
した原稿の厚さによって搬送経路を切り替える技術が用いられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－４９３００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　原稿を搬送して読み取る読取装置では、原稿の厚みだけでなく、原稿の原稿サイズによ
っても問題が発生することがある。例えば、２つの搬送経路を備える読取装置において、
一方の搬送経路に通じる排出口の幅が、他方の搬送経路に通じる排出口の幅よりも狭く設
けられている場合がある。この読取装置では、他方の搬送経路に通じる排出口の幅よりも
原稿幅の広い原稿が他方の搬送経路に沿って搬送されると、ジャムが発生し、原稿が破損
する。この場合、従来技術を応用して、搬送される原稿の原稿サイズを検出し、検出した
原稿の原稿サイズによって搬送経路を切り替えることで、原稿の破損を抑制することがで
きる。
【０００５】
　しかし、原稿の搬送中に、検出した原稿の原稿サイズと異なる原稿サイズを有する原稿
が供給されると、供給された原稿の原稿サイズと、原稿を搬送する搬送経路とが対応しな
いことから、ジャムの発生等の発生により原稿の破損を抑制することができない問題が生
じる。
【０００６】
　本明細書では、原稿を搬送して読み取る読取装置において、検出した原稿の原稿サイズ
と異なる原稿サイズを有する原稿が供給された場合でも、原稿の破損を抑制する技術を開
示する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本明細書によって開示される読取装置は、載置部と、前記載置部に載置された原稿を搬
送する搬送部と、前記原稿を読み取る読取部と、前記原稿の原稿幅を検出する原稿幅検出
部と、第１排出口に通じる第１搬送経路、及び前記原稿の幅方向において前記第１排出口
よりも狭い第２排出口に通じる第２搬送経路のいずれか一方へ前記原稿を案内するかを切
り替える搬送路切替部と、制御部と、を備え、前記制御部は、前記搬送路切替部が前記第
１搬送経路と前記第２搬送経路のどちらに前記原稿を案内するかを示す搬送路切替情報を
取得する取得処理と、前記原稿幅検出部の検出結果に基づいて、前記搬送部により搬送さ
れる前の前記原稿の原稿幅が、前記第２排出口の前記幅方向における幅を示す基準幅以上
である第１原稿種であるか、前記基準幅よりも狭い第２原稿種であるかを判断する判断処
理と、前記取得処理で取得した搬送路切替情報及び前記判断処理で判断した原稿種に基づ
いて、前記搬送部により搬送されている前記原稿の搬送を停止するか否かを決定する決定
処理と、を実行する。
【０００８】
　この読取装置では、原稿の搬送中に搬送部によって搬送される前の原稿の原稿種を判断
し、搬送路切替情報、つまり、現在搬送部により搬送されている原稿の原稿種を示す情報
と、搬送部によって搬送される前の原稿の原稿種とに応じて搬送されている原稿の搬送を
停止するか否かを決定する。この読取装置によれば、原稿幅に起因して生じるジャムの発
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生を、原稿の搬送を停止することで抑制することができ、ジャムの発生による原稿の破損
を抑制することができる。
【０００９】
　また、上記の読取装置では、前記制御部は、前記取得処理において、前記搬送路切替部
により前記第２搬送経路に切り替えられていることを示す搬送路切替情報を取得し、前記
判断処理において、前記搬送部によって搬送される前の前記原稿の原稿種が前記第１原稿
種であると判断した場合、前記決定処理において、前記搬送部により搬送されている前記
原稿の搬送停止を決定し、前記決定処理において前記原稿の搬送停止が決定された場合に
、前記搬送部により搬送されている前記原稿の搬送を停止する搬送停止処理を更に実行す
る構成としても良い。
【００１０】
　この読取装置によれば、第２搬送経路に案内される原稿、つまり、第２原稿種の原稿の
読取中に第１原稿種の原稿が搬送されるのを待機している場合に、第１原稿種の原稿がそ
の後に第２排出口に搬送されることが抑制されるので、当該第１原稿種の原稿が破損され
るのを抑制することができる。
【００１１】
　また、上記の読取装置では、前記第１搬送経路は、湾曲部を有し、前記制御部は、前記
取得処理において、前記搬送路切替部により前記第１搬送経路に切り替えられていること
を示す搬送路切替情報を取得し、前記判断処理において、前記搬送部によって搬送される
前の前記原稿の原稿種が前記第２原稿種であると判断した場合、前記決定処理において、
前記搬送部により搬送されている前記原稿の搬送停止を決定し、前記決定処理において前
記原稿の搬送停止が決定された場合に、前記搬送部により搬送されている前記原稿の搬送
を停止する搬送停止処理を更に実行する構成としても良い。
【００１２】
　この読取装置では、第１搬送経路が湾曲部を有している。そのため、原稿幅が基準幅よ
りも狭く、第１原稿種の原稿に比べて小型な第２原稿種の原稿が第１搬送経路に沿って搬
送されると、当該湾曲部においてジャムが発生し、あるいは湾曲部により原稿が湾曲して
原稿が破損してしまうことがある。この読取装置によれば、第１搬送経路に案内される原
稿、つまり、第１原稿種の原稿の読取中に第２原稿種の原稿が搬送されるのを待機してい
る場合に、第２原稿種の原稿がその後に第１搬送経路に沿って搬送されることが抑制され
、当該第２原稿種の原稿が破損されるのを抑制することができる。
【００１３】
　また、上記の読取装置では、前記載置部は、前記原稿に後続して前記搬送部によって搬
送される後続原稿が載置されており、前記制御部は、前記取得処理において、前記搬送路
切替部により前記第１搬送経路に切り替えられていることを示す搬送路切替情報を取得し
、前記判断処理において、前記搬送部によって搬送される前の前記原稿の原稿種が前記第
１原稿種であると判断した場合、前記搬送部によって搬送される前の前記後続原稿の原稿
種を判断する前記判断処理を実行することなく、前記決定処理において、前記搬送部によ
り搬送されている前記後続原稿の搬送を停止しないことを決定する構成としても良い。
【００１４】
　第２原稿種の原稿は、第１搬送口を通過することができることから、第２原稿種の原稿
であっても第１搬送経路に沿って搬送されたほうが、使用者にとっては利便性が高いこと
がある。この読取装置では、第１搬送路に案内される原稿、つまり、第１原稿種の原稿の
読取中に第２原稿種の原稿が搬送されるのを待機している場合に、第２原稿種の原稿がそ
の後に第１搬送経路に沿って搬送されることを抑制しないので、第２原稿種の原稿が第１
搬送経路に沿って搬送されることが抑制される場合に比べて、利便性を向上させることが
できる。
【００１５】
　また、上記の読取装置では、前記第２排出口を覆う閉状態、及び前記第２排出口を開放
する開状態、のいずれかの状態に切り替わる排出口カバーと、前記排出口カバーの開閉状
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態を検出する開閉検出部と、を更に備え、前記制御部は、前記取得処理において、前記開
閉検出部の検出結果に基づいて、前記搬送路切替情報を取得する構成としても良い。
【００１６】
　この読取装置によれば、排出口カバーの開閉状態から搬送部により搬送されている原稿
の原稿種を取得するので、迅速に当該原稿の原稿種を取得することができる。
【００１７】
　また、上記の読取装置では、記憶部を更に備え、前記制御部は、前記原稿幅検出部の検
出結果を前記記憶部に記憶させる記憶処理を更に実行し、前記取得処理において、前記記
憶部に記憶された前記原稿幅検出部の検出結果に基づいて、前記搬送路切替情報を取得す
る構成としても良い。
【００１８】
　この読取装置では、搬送部により搬送されている原稿が搬送される前に、原稿幅検出部
により検出された結果により当該原稿の原稿種を取得する。つまり、搬送路切替情報、つ
まり、現在搬送部により搬送されている原稿の原稿種を示す情報と、搬送部により搬送さ
れる前の原稿の原稿種を、共通の原稿幅検出部を用いて取得または判断する。そのため、
異なる検出部を用いて原稿種を取得または判断する場合に比べて、共通の原稿幅検出部が
有する共通の基準を用いて、精度良く原稿種を取得または判断することができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本明細書によって開示される読取装置では、原稿を搬送して読み取る読取装置において
、検出した原稿の原稿サイズと異なる原稿サイズを有する原稿が供給された場合でも、原
稿の破損を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】読取装置の概略的な断面図
【図２】本体部の概略的な上面図
【図３】読取装置の電気的構成を概略的に示すブロック図
【図４】搬送読取処理を示すフローチャート
【図５】読取処理を示すフローチャート
【図６】エラー検知処理を示すフローチャート
【図７】エラー検知処理を示すフローチャート
【図８】実施形態１の大型原稿エラー検知処理を示すフローチャート
【図９】小型原稿エラー検知処理を示すフローチャート
【図１０】実施形態２の大型原稿エラー検知処理を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　　＜実施形態１＞
　実施形態１を、図１ないし図９を用いて説明する。
【００２２】
　１．読取装置の機械的構成
　図１に示すように、読取装置１は、使用者により給紙トレイ２に載置された複数の原稿
Ｇを排紙トレイ４Ａ、４Ｂに搬送するとともに、搬送中の原稿Ｇを本体部３に含まれる第
１ＣＩＳ３０及び第２ＣＩＳ３２を用いて読み取るシートフィードスキャナである。給紙
トレイ２は、載置部の一例であり、第１ＣＩＳ３０及び第２ＣＩＳ３２は、画像読取部の
一例である。
【００２３】
　読取装置１の本体部３には、給紙トレイ２と排紙トレイ４を接続する搬送経路２２が設
けられており、この搬送経路２２の周辺に、給紙ローラ４０と、分離パッド４２と、第１
搬送ローラ４４と、第２搬送ローラ４６と、切替板４８と、第１ＣＩＳ３０と、第２ＣＩ
Ｓ３２と、フロントセンサ（以下、Ｆセンサ）１３と、リアセンサ（以下、Ｒセンサ）１
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４と、を備える。給紙ローラ４０は、給送ローラの一例であり、第１搬送ローラ４４は、
搬送ローラの一例である。
【００２４】
　給紙ローラ４０は、モータＭ（図３参照）により駆動され、給紙トレイ２に載置された
原稿Ｇに当接して回転し、給紙トレイ２に載置された原稿Ｇを本体部３の内部へと送り出
す。この際、原稿Ｇは、分離パッド４２の摩擦力により各原稿Ｇ毎に分離され、搬送経路
２２へと送り出される。
【００２５】
　給紙トレイ２には、給紙トレイ２に載置された原稿Ｇを介してお互いに対向する吸入ロ
ーラ５０及び吸入パッド５２が設けられている。吸入ローラ５０及び吸入パッド５２は、
給紙ローラ４０及び分離パッド４２が給紙トレイ２に載置された原稿Ｇを搬送経路２２へ
と送り出すのを補助する。
【００２６】
　搬送ローラ４４、４６は、給紙ローラ４０と同様にモータＭにより駆動され、本体部３
の内部へと引き込まれた原稿Ｇを搬送経路２２に沿って搬送方向Ｄ２に搬送する。搬送経
路２２において、第１搬送ローラ４４は、第２搬送ローラ４６よりも上流側に載置されて
いる。
【００２７】
　第１搬送ローラ４４は、給紙ローラ４０により本体部３の内部へと引き込まれた複数の
原稿シートＧを搬送経路２２に沿って連続して搬送する。給紙ローラ４０及び第１搬送ロ
ーラ４４では、搬送速度が給紙ローラ４０よりも第１搬送ローラ４４のほうが速く設定さ
れている。給紙ローラ４０及び第１搬送ローラ４４では、当該搬送速度の差、及び原稿Ｇ
の搬送方向Ｄ２における長さである原稿長Ｌ０に基づいて連続して搬送される複数の原稿
Ｇの間の距離である紙間距離Ｚが決定される構成、いわゆるワンウェイクラッチ機構が構
成されており、後述する中央処理装置（以下、ＣＰＵ）２０は原稿Ｇを搬送するに先だっ
て、紙間距離Ｚを決定するために原稿長Ｌ０を識別する必要がない。
【００２８】
　第１ＣＩＳ３０は、搬送経路２２上の第１搬送ローラ４４と第２搬送ローラ４６との間
の第１読取位置Ｙ１に配置され、搬送ローラ４４、４６によって搬送される原稿Ｇの一方
の面を搬送方向Ｄ２と直交する主走査方向Ｄ１に読み取る。また、第２ＣＩＳ３２は、搬
送経路２２上の第１読取位置Ｙ１と第２搬送ローラ４６との間の第２読取位置Ｙ２に配置
され、搬送ローラ４４、４６によって搬送される原稿Ｇの裏面を主走査方向Ｄ１に読み取
る。
【００２９】
　第２搬送ローラ４６は、原稿Ｇを排紙トレイ４Ａ、４Ｂに排出する。第２搬送ローラ４
６の搬送経路２２を挟んで対向する位置に、切替板４８が配置されている。切替板４８は
、その姿勢が、排紙トレイ４Ａへと続くＵターンパス（以下、Ｕパス）２２Ａに沿った第
１姿勢（図１の実線参照）と、排紙トレイ４Ｂへと続くストレートパス（以下、Ｓパス）
２２Ｂに沿った第２姿勢（図１の二点鎖線参照）とに切り替わる。切替板４８は、搬送切
替部の一例である。また、Ｕパス２２Ａは、第１搬送経路の一例であり、Ｓパス２２Ｂは
、第２搬送経路の一例である。Ｕパス２２Ａと排紙トレイ４Ａとの境界部分５Ａは、第１
排出口の一例であり、Ｓパス２２Ｂと排紙トレイ４Ｂとの境界部分であり、本体部３の外
側ケースに設けられた開口５Ｂは、第２排出口の一例である。
【００３０】
　Ｕパス２２Ａ及びＳパス２２Ｂは、搬送経路２２が第２搬送ローラ４６に上流側から到
達する位置において搬送経路２２が分岐してなる。Ｓパス２２Ｂは、略直線状に設けられ
ており、名刺やハガキなどの小型原稿の搬送に用いられる。また、Ｕパス２２Ａは、その
一部が第２搬送ローラ４６に沿った曲線状に設けられており、Ａ４サイズ原稿などの大型
原稿の搬送に用いられる。Ｕパス２２Ａのうち、第２搬送ローラ４６に沿った湾曲部６０
では、略直線状に設けられたＳパス２２Ｂよりも曲率半径が小さい。
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【００３１】
　排紙トレイ４Ａは、本体部３上部の外側ケースによって構成されている。また、排紙ト
レイ４Ｂは、本体部３の外側ケースの一部をなすトレイ板５４によって構成される。トレ
イ板５４は、本体部３に対して回動可能に構成されており、開口５Ｂを覆う閉状態（図１
の実線参照）から、開口５Ｂを開放する開状態（図１の二点鎖線参照）に回動することで
、排紙トレイ４Ｂを構成する。トレイ板５４は、排出口カバーの一例である。
【００３２】
　切替板４８は、連結部材５８を介してトレイ板５４と連結されており、トレイ板５４の
状態に連動して連結部材５８の姿勢が切り替わる。すなわち、連結部材５８は、トレイ板
５４が閉状態となると第１姿勢に切り替わり、トレイ板５４が開状態となると第２姿勢に
切り替わる。また、本体部３には、トレイ板５４の開閉状態を検出するトレイ板検知セン
サ１５が設けられている。トレイ板検知センサ１５は、トレイ板５４が閉状態の場合にオ
ンし、トレイ板５４が開状態の場合にオフする。トレイ板検知センサ１５は、開閉検出部
の一例である。
【００３３】
　切替板４８が図１に実線で示す第１姿勢である場合、原稿ＧはＵパス２２Ａに沿って搬
送され、排紙トレイ４Ａに排紙される。一方、切替板４８が図１に二点鎖線で示す第２姿
勢である場合、原稿ＧはＳパス２２Ｂに沿って搬送され、排紙トレイ４Ｂに排紙される。
つまり、切替板４８の姿勢により、給紙トレイ２に載置された原稿Ｇがいずれの搬送経路
２２に案内されるかが決定される。そして、吸入ローラ５０と給紙ローラ４０と第１搬送
ローラ４４と第２搬送ローラ４６とによって、給紙トレイ２に載置された原稿Ｇを搬送経
路２２に沿って搬送する搬送部５６が形成されている。
【００３４】
　Ｆセンサ１３は、給紙トレイ２内の検出位置Ｙ３に配置され、給紙トレイ２に原稿Ｇが
載置された場合にオンし、給紙トレイ２に原稿Ｇが載置されていない場合にオフする。Ｒ
センサ１４は、搬送経路２２において第１搬送ローラ４４と第１読取位置Ｙ１との間の検
出位置Ｙ４に配置され、原稿Ｇが搬送経路２２上の検出位置Ｙ４を通過する場合にオンし
、原稿Ｇが検出位置Ｙ４を通過していない場合にオフする。つまり、Ｒセンサ１４は、検
出位置Ｙ４を通過する原稿Ｇを検出する。
【００３５】
　また、搬送方向Ｄ２においてＦセンサ１３と同じ検出位置Ｙ３には、原稿サイズ検知セ
ンサ１６（図２参照）が配置されている。原稿サイズ検知センサ１６は、給紙トレイ２に
載置された原稿Ｇの主走査方向Ｄ１における原稿幅が基準幅以上の大型原稿である場合に
オンし、基準幅よりも小さい小型原稿である場合にオフする。つまり、原稿サイズ検知セ
ンサ１６は、搬送部５６によって搬送される前の原稿Ｇの原稿幅、つまり原稿サイズを検
出する。原稿サイズ検知センサ１６は、原稿幅検出部の一例である。大型原稿は、第１原
稿種の一例であり、具体的には、Ａ６サイズよりも大きい原稿である。また、小型原稿は
、第２原稿種であり、具体的には、Ａ６サイズ以下の原稿である。本実施形態では、大型
原稿と小型原稿を区分する基準幅が、開口５Ｂの主走査方向Ｄ１の幅、具体的には、Ａ６
サイズの原稿幅に設定されている。
【００３６】
　更に、読取装置１には、電源スイッチや各種設定ボタンからなり、使用者からの操作指
令等を受け付ける操作部１１（図３参照）、ＬＥＤや液晶ディスプレイからなり読取装置
１の状況を表示する表示部１２（図３参照）等が設けられている。
【００３７】
　図２に本体部３の内部を上面視して示すように、搬送経路２２は、主走査方向Ｄ１にお
いて所定の幅を有しており、原稿Ｇは搬送経路２２に連続する給紙トレイ２に載置される
際に、主走査方向Ｄ１において中央基準で載置される。そして、原稿Ｇは、搬送経路２２
を搬送される際に、大型原稿では、搬送経路２２の主走査方向Ｄ１の幅領域を示す搬送領
域Ｈを用いて搬送され、小型原稿では、搬送領域Ｈの中央の一部領域である中央領域ＭＨ
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のみを用いて搬送される。
【００３８】
　中央領域ＭＨ及びトレイ板５４の主走査方向Ｄ１における幅は、基準幅と等しく設定さ
れている。そのため、トレイ板５４によって構成される排紙トレイ４Ｂには、中央領域Ｍ
Ｈのみを用いて搬送される小型原稿（図２の二点鎖線参照）が排出される。その一方、図
１に示すＵパス２２Ａ、排紙トレイ４Ａ、及び境界部分５Ａの主走査方向Ｄ１における幅
は、基準幅以上に設定されている。そのため、排紙トレイ４Ａには、中央領域ＭＨと中央
領域ＭＨよりも右側の領域と中央領域ＭＨよりも左側の領域とを用いて搬送された大型原
稿（図２の一点鎖線参照）が排出される。
【００３９】
　Ｆセンサ１３及びＲセンサ１４は、検出位置Ｙ３の中央領域ＭＨの主走査方向Ｄ１にお
ける中央近傍に配置されている。また、原稿サイズ検知センサ１６は、検出位置Ｙ３の中
央領域ＭＨよりも左側の領域であって、中央領域ＭＨとの境界近傍に配置されている。
【００４０】
　２．読取装置の電気的構成
　図３に示すように、読取装置１は、ＣＰＵ２０、ＲＯＭ２６、ＲＡＭ２７、デバイス制
御部２３、第１アナログフロントエンド（以下、ＡＦＥ）２４、第２ＡＦＥ２５、搬送部
駆動回路２８を備え、これらにバス１９を介して、操作部１１、表示部１２、及び各種セ
ンサ１３～１６が接続されている。図３に点線２１で示すように、ＣＰＵ２０と、ＲＯＭ
２６を含めたものは、制御部の一例である。また、ＲＡＭ２７は、記憶部の一例である。
【００４１】
　ＲＯＭ２６には、読取装置１の動作を制御するための各種のプログラムが記憶されてお
り、ＣＰＵ２０は、ＲＯＭ２６から読み出したプログラムに従って各部の制御を行うとと
もに、後述する搬送読取処理を実行する。また、ＲＯＭ２６には、各種メッセージが記憶
されている他、基準幅及び基準幅に相当する原稿サイズが記憶されている。
【００４２】
　デバイス制御部２３は、ＣＩＳ３０、３２に接続されており、ＣＰＵ２０からの命令に
基づいて読取制御信号をＣＩＳ３０、３２に送信する。ＣＩＳ３０、３２は、デバイス制
御部２３からの読取制御信号に基づいて原稿Ｇの一方の面又は他方の面を読み取る。
【００４３】
　第１ＡＦＥ２４は、第１ＣＩＳ３０に接続されており、第１ＣＩＳ３０から出力される
アナログ信号の読取データをデジタル信号、つまり階調データの読取データに変換する。
第１ＡＦＥ２４は、変換した階調データを、バス１９を介してＲＡＭ２７に記憶する。第
２ＡＦＥ２５は、第２ＣＩＳ３２に接続されており、第２ＣＩＳ３２から出力されるアナ
ログ信号の読取データをデジタル信号の読取データに変換し、バス１９を介してＲＡＭ２
７に記憶する。ＲＡＭ２７には、この他に、原稿サイズ検知センサ１６が検出した検出結
果、つまり、搬送部５６によって搬送される前の原稿Ｇが大型原稿と小型原稿のいづれで
あるかを示す結果等が記憶される。
【００４４】
　搬送部駆動回路２８は、モータＭに接続され、ＣＰＵ２０から入力されるパルス信号に
基づいてモータＭを回転駆動する。モータＭは、パルス信号の１パルスで、１ステップの
回転角度分、回転駆動する。モータＭが１ステップ分駆動すると、搬送部５６を構成する
各ローラが所定角度回転し、搬送経路２２上を原稿Ｇが所定距離だけ搬送される。ＣＰＵ
２０は、原稿Ｇを搬送する際に、搬送部駆動回路２８にパルス信号を送信し、これに従っ
て搬送部５６は、そのパルス信号のパルスの数に所定距離を掛けた距離だけ原稿Ｇを搬送
する。以後、ＣＰＵ２０がモータＭに送信するパルス信号のパルスの数を、ステップ数と
呼ぶ。
【００４５】
　３．搬送読取処理
　次に、図４ないし図９を参照して、原稿Ｇの搬送読取処理について説明する。ＣＰＵ２
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０は、Ｆセンサ１３を用いて給紙トレイ２に原稿Ｇが載置されたことが確認され、操作部
１１を介して使用者から原稿Ｇの搬送読取指示が入力されると、処理を開始する。
【００４６】
　ＣＰＵ２０は、搬送読取処理を開始すると、搬送読取指示に併せて受け付けた原稿Ｇの
種類や原稿Ｇの読取面などの読取設定を取得する（Ｓ２）。次に、ＣＰＵ２０は、トレイ
板検知センサ１５と原稿サイズ検知センサ１６の状態を確認する。ＣＰＵ２０は、まず、
原稿サイズ検知センサ１６がオンしているかを確認し（Ｓ４）、原稿サイズ検知センサ１
６がオフしている場合（Ｓ４：ＮＯ）に、給紙トレイ２に載置された原稿Ｇが小型原稿で
あることを検出し、その検出結果をＲＡＭ２７に記憶する。
【００４７】
　次に、ＣＰＵ２０は、トレイ板検知センサ１５がオンしているか否かを確認する（Ｓ６
）。トレイ板検知センサ１５がオフしている場合（Ｓ６：ＮＯ）、つまり、トレイ板５４
が開状態の場合に、小型原稿がＳパス２２Ｂに沿って搬送される設定となっていることか
ら、トレイ板検知センサ１５と原稿サイズ検知センサ１６の状態に矛盾が生じていない。
ＣＰＵ２０は、この場合に、原稿Ｇの原稿サイズが小型原稿であることを示すフラグをオ
ンし（Ｓ１０）、後述する読取処理を実行する（Ｓ１８）。小型原稿フラグをオンするこ
とは、記憶処理の一例である。
【００４８】
　一方、ＣＰＵ２０は、トレイ板検知センサ１５がオンしている場合（Ｓ６：ＹＥＳ）、
小型原稿がＵパス２２Ａに沿って搬送される設定となっていることを検知する。Ｕパス２
２Ａに沿って小型原稿が搬送されると、小型原稿がＵパス２２Ａの湾曲部６０を通過でき
ずにジャムが発生したり、通過する際に原稿Ｇが湾曲したして、原稿Ｇが破損しやすい。
そのため、ＣＰＵ２０は、この場合に、原稿Ｇを搬送せずに、「トレイ板が閉じているの
で、トレイ板を開けて下さい。」との旨のエラーメッセ－ジを表示部１２に表示させ（Ｓ
１２）、搬送読取処理を終了する。
【００４９】
　また、ＣＰＵ２０は、原稿サイズ検知センサ１６がオンしている場合（Ｓ４：ＹＥＳ）
、給紙トレイ２に載置された原稿Ｇが大型原稿であることを検出し、その検出結果をＲＡ
Ｍ２７に記憶する。次に、ＣＰＵ２０は、トレイ板検知センサ１５がオンしているか否か
を確認する（Ｓ８）。トレイ板検知センサ１５がオンしている場合（Ｓ８：ＹＥＳ）、つ
まり、トレイ板５４が閉状態の場合に、大型原稿がＵパス２２Ａに沿って搬送される設定
となっていることから、トレイ板検知センサ１５と原稿サイズ検知センサ１６の状態に矛
盾が生じていない。ＣＰＵ２０は、この場合に、原稿Ｇの原稿サイズが大型原稿であるこ
とを示すフラグをオンし（Ｓ１４）、後述する読取処理を実行する（Ｓ１８）。大型原稿
フラグをオンすることは、記憶処理の別例である。
【００５０】
　一方、ＣＰＵ２０は、トレイ板検知センサ１５がオフしている場合（Ｓ８：ＮＯ）、大
型原稿がＳパス２２Ｂに沿って搬送される設定となっていることを検知する。Ｓパス２２
Ｂに沿って大型原稿が搬送されると、大型原稿が開口５Ｂを通過できずにジャムが発生し
て原稿Ｇが破損してしまう。そのため、ＣＰＵ２０は、この場合に、原稿Ｇを搬送せずに
、「トレイ板が開いているので、トレイ板を閉じて下さい。」との旨のエラーメッセ－ジ
を表示部１２に表示させ（Ｓ１６）、搬送読取処理を終了する。
【００５１】
（読取処理）
　次に、読取処理について説明する。図５に示すように、読取処理において、ＣＰＵ２０
は、まず、読取処理を開始してから搬送された原稿Ｇの枚数を示す搬送枚数Ｎをリセット
し（Ｓ２２）、搬送部５６に対して原稿Ｇの搬送を指示する（Ｓ２４）。これにより、原
稿Ｇの搬送が開始されると、ＣＰＵ２０は、搬送枚数Ｎを１増加させ（Ｓ２６）、エラー
検知処理を実行する（Ｓ２８）。
【００５２】
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（エラー検知処理）
　図６から図９を用いて、エラー検知処理について説明する。図６に示すように、エラー
検知処理において、ＣＰＵ２０は、まず、原稿Ｇの原稿サイズを示すフラグを確認し（Ｓ
５２）、大型原稿フラグがオンされている場合（Ｓ５２：ＹＥＳ）に、図８に示す大型原
稿エラー検知処理を実行する（Ｓ５４）。また、小型原稿フラグがオンされている場合（
Ｓ５２：ＮＯ）に、図９に示す小型原稿エラー検知処理を実行する（Ｓ５６）。
【００５３】
（大型原稿エラー検知処理）
　図８に示すように、大型原稿エラー検知処理において、ＣＰＵ２０は、まず、トレイ板
検知センサ１５の状態を確認する（Ｓ９２）。ＣＰＵ２０は、トレイ板検知センサ１５が
オフしている場合（Ｓ９２：ＮＯ）、つまり、トレイ板５４が開状態であり、それに伴っ
て切替板４８が第２姿勢であることを取得すると、大型原稿が誤ってＳパス２２Ｂに沿っ
て搬送される設定となっていることを検知する。ＣＰＵ２０は、この場合に、「トレイ板
が開いているので、トレイ板を閉じて下さい。」との旨のエラーメッセ－ジを表示部１２
に表示させ（Ｓ９４）、エラーが生じていることを示すエラーフラグをオンし（Ｓ９６）
、エラーフラグオンしたことをＲＡＭ２７に記憶して、大型原稿エラー検知処理を終了す
る。
【００５４】
　一方、ＣＰＵ２０は、トレイ板検知センサ１５がオンしている場合（Ｓ９２：ＹＥＳ）
、つまり、トレイ板５４が閉状態であり、それに伴って切替板４８が第１姿勢であること
を取得すると、Ｆセンサ１３の状態を確認する（Ｓ９８）。ＣＰＵ２０は、Ｆセンサ１３
がオフしている場合（Ｓ９８：ＮＯ）、つまり、給紙トレイ２に原稿Ｇが残っていない場
合には、エラーフラグをオフし（Ｓ１００）、大型原稿エラー検知処理を終了する。
【００５５】
　ＣＰＵ２０は、Ｆセンサ１３がオンしている場合（Ｓ９８：ＹＥＳ）、つまり、給紙ト
レイ２に原稿Ｇが残っている場合には、更に、原稿サイズ検知センサ１６の状態を確認す
る（Ｓ１０２）。ＣＰＵ２０は、原稿サイズ検知センサ１６がオフしている場合（Ｓ１０
２：ＮＯ）、大型原稿が搬送されている途中に給紙トレイ２に小型原稿が載置されたと判
断する。この場合、搬送部５６による搬送が継続されると、小型原稿がＵパス２２Ａに沿
って搬送され、小型原稿を破損するおそれがある。そのため、ＣＰＵ２０は、「現在、Ａ
６以下サイズの原稿はスキャンできません。原稿を給紙トレイから取り除いて下さい。」
との旨のエラーメッセ－ジを表示部１２に表示させ（Ｓ１０４）、エラーフラグをオンし
（Ｓ１０６）、エラーフラグオンしたことをＲＡＭ２７に記憶して、大型原稿エラー検知
処理を終了する。
【００５６】
　一方、ＣＰＵ２０は、原稿サイズ検知センサ１６がオンしている場合（Ｓ１０２：ＹＥ
Ｓ）、大型原稿が給紙トレイ２に残っていると判断する。この場合、ＣＰＵ２０は、エラ
ーフラグをオフし（Ｓ１０８）、大型原稿エラー検知処理を終了する。
【００５７】
（小型原稿エラー検知処理）
　次に、図９に示す小型原稿エラー検知処理について説明する。小型原稿エラー検知処理
において、ＣＰＵ２０は、まず、トレイ板検知センサ１５の状態を確認する（Ｓ１１２）
。ＣＰＵ２０は、トレイ板検知センサ１５がオンしている場合（Ｓ１１２：ＹＥＳ）、つ
まり、トレイ板５４が閉状態であり、それに伴って切替板４８が第１姿勢であることを取
得すると、小型原稿が誤ってＵパス２２Ａに沿って搬送される設定となっていることを検
知する。ＣＰＵ２０は、この場合に、「トレイ板が閉じているので、トレイ板を開けて下
さい。」との旨のエラーメッセ－ジを表示部１２に表示させ（Ｓ１１４）、エラーフラグ
をオンし（Ｓ１１６）、エラーフラグオンしたことをＲＡＭ２７に記憶して、小型原稿エ
ラー検知処理を終了する。
【００５８】
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　一方、ＣＰＵ２０は、トレイ板検知センサ１５がオフしている場合（Ｓ１１２：ＮＯ）
、つまり、トレイ板５４が開状態であり、それに伴って切替板４８が第２姿勢であること
を取得すると、Ｆセンサ１３の状態を確認する（Ｓ１１８）。ＣＰＵ２０は、Ｆセンサ１
３がオフしている場合（Ｓ１１８：ＮＯ）、つまり、給紙トレイ２に原稿Ｇが残っていな
い場合には、エラーフラグをオフし（Ｓ１２０）、小型原稿エラー検知処理を終了する。
【００５９】
　ＣＰＵ２０は、Ｆセンサ１３がオンしている場合（Ｓ１１８：ＹＥＳ）、つまり、給紙
トレイ２に原稿Ｇが残っている場合には、更に、原稿サイズ検知センサ１６の状態を確認
する（Ｓ１２２）。ＣＰＵ２０は、原稿サイズ検知センサ１６がオフしている場合（Ｓ１
２２：ＮＯ）、小型原稿が給紙トレイ２に残っていると判断する。この場合、ＣＰＵ２０
は、エラーフラグをオフし（Ｓ１２４）、小型原稿エラー検知処理を終了する。
【００６０】
　一方、ＣＰＵ２０は、原稿サイズ検知センサ１６がオンしている場合（Ｓ１２２：ＹＥ
Ｓ）、小型原稿が搬送されている途中に給紙トレイ２に大型原稿が載置されたと判断する
。この場合、搬送部５６による搬送が継続されると、大型原稿がＳパス２２Ｂに沿って搬
送され、大型原稿を破損する。そのため、ＣＰＵ２０は、「現在、Ａ６より大きいサイズ
の原稿はスキャンできません。原稿を給紙トレイから取り除いて下さい。」との旨のエラ
ーメッセ－ジを表示部１２に表示させ（Ｓ１２６）、エラーフラグをオンし（Ｓ１２８）
、エラーフラグオンしたことをＲＡＭ２７に記憶して、小型原稿エラー検知処理を終了す
る。
【００６１】
　ＣＰＵ２０は、大型原稿エラー検知処理又は小型原稿エラー検知処理を終了すると、図
６に示すエラー検知処理に戻り、エラーフラグを確認する（Ｓ５８、Ｓ６０）。ＣＰＵ２
０は、エラーフラグがオフしており場合（Ｓ５８：ＮＯ）、かつ、エラー検知処理におい
てエラーフラグがオンしたことがＲＡＭ２７に記憶されていない場合（Ｓ６０：ＮＯ）、
原稿Ｇの搬送を停止しないことを決定し、エラー検知処理を正常終了する。
【００６２】
　一方、ＣＰＵ２０は、エラーフラグがオンしている場合（Ｓ５８：ＹＥＳ）、現在搬送
部５６により搬送されている原稿Ｇの搬送を停止することを決定する。ＣＰＵ２０は、デ
バイス制御部２３を介してＣＩＳ３０、３２が読取動作中であるかを確認し（Ｓ６１）、
読取動作中である場合（Ｓ６１：ＹＥＳ）、ＣＩＳ３０、３２に対して原稿Ｇの読取停止
を指示する（Ｓ６２）。一方、読取停止中である場合（Ｓ６１：ＮＯ）、次の処理に進む
。
【００６３】
　次に、ＣＰＵ２０は、搬送部５６が搬送動作中であるかを確認し（Ｓ６３）、搬送動作
中である場合（Ｓ６３：ＹＥＳ）、搬送部５６に対して原稿Ｇの搬送停止を指示する（Ｓ
６４）。ＣＰＵ２０は、搬送部５６の搬送が停止すると（Ｓ６３：ＮＯ、Ｓ６４）、Ｓ５
２からの処理を繰り返し、表示部１２へのエラーメッセ－ジの表示に基づいて、使用者が
トレイ板を閉じる又は開ける、或は給紙トレイ２から原稿Ｇを取り除く等の適切な処置が
実行されるのを待機する。
【００６４】
　ＣＰＵ２０は、使用者によって適切な処置が実行され、エラーフラグがオフに切り替わ
ると（Ｓ５８：ＮＯ）、エラー検知処理においてエラーフラグがオンしたことがＲＡＭ２
７に記憶されていることから（Ｓ６０：ＹＥＳ）、図７に示す処理に進む。
【００６５】
　ＣＰＵ２０は、搬送部５６に対して原稿Ｇの搬送を再度指示し（Ｓ６６）、Ｓ５２～Ｓ
５６と同一のＳ６８～Ｓ７２の処理を実行して、再度、エラーフラグを確認する（Ｓ７６
）。ＣＰＵ２０は、使用者によって適切な処置が実行された後に、新たなエラーが発生し
、エラーフラグが再度オンに切り替わった場合（Ｓ７６：ＹＥＳ）、現在搬送部５６によ
り搬送されている原稿Ｇの搬送を停止することを決定する。ＣＰＵ２０は、Ｓ６３、Ｓ６
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４と同一のＳ７７～Ｓ７８の処理を実行し、Ｓ６８からの処理を繰り返し、表示部１２へ
のエラーメッセ－ジの表示に基づいて、使用者により適切な処置が実行されるのを待機す
る。
【００６６】
　一方、ＣＰＵ２０は、エラーフラグがオフしている場合（Ｓ７６：ＮＯ）、搬送部５６
が搬送停止中であるかを確認し（Ｓ７９）、搬送停止中である場合（Ｓ７９：ＹＥＳ）、
搬送部５６に対して原稿Ｇの搬送を再度指示する（Ｓ８０）。ＣＰＵ２０は、搬送部５６
が搬送動作中となると（Ｓ７９：ＮＯ、Ｓ８０）、Ｒセンサ１４がオフし、かつ、Ｒセン
サ１４がオフしてから搬送経路２２に沿った検出位置Ｙ４と排紙トレイ４Ａ、４Ｂの間の
距離に相当する第３ステップ数だけ原稿Ｇが搬送されたかを確認する（Ｓ８２）。
【００６７】
　ＣＰＵ２０は、Ｒセンサ１４がオフしておらず、或は、Ｒセンサ１４がオフしていても
Ｒセンサ１４がオフしてから原稿Ｇが第３ステップ数搬送されていない場合（Ｓ８２：Ｎ
Ｏ）、Ｓ６８からの処理を繰り返す。一方、ＣＰＵ２０は、Ｒセンサ１４がオフしており
、かつ、Ｒセンサ１４がオフしてから原稿Ｇが第３ステップ数搬送された場合（Ｓ８２：
ＹＥＳ）、搬送部５６に対して原稿Ｇの搬送停止を指示し（Ｓ８４）、エラー検出処理を
中止するとともに、読取処理及び搬送読取処理を終了する。
【００６８】
　図５に示すように、読取処理においてエラー検知処理が正常終了すると（Ｓ２８）、Ｃ
ＰＵ２０は、Ｒセンサ１４がオンし、かつ、Ｒセンサ１４がオンしてから搬送経路２２に
沿った検出位置Ｙ４と読取位置Ｙ１、Ｙ２の間の距離に相当する第１ステップ数だけ原稿
Ｇが搬送されたかを確認する（Ｓ３０）。ＣＰＵ２０は、Ｒセンサ１４がオンしておらず
、或は、Ｒセンサ１４がオンしていてもＲセンサ１４がオフしてから原稿Ｇが第１ステッ
プ数搬送されていない場合（Ｓ３０：ＮＯ）、Ｓ２８からの処理を繰り返す。
【００６９】
　一方、ＣＰＵ２０は、Ｒセンサ１４がオンし、かつ、Ｒセンサ１４がオンしてから原稿
Ｇが第１ステップ数搬送されると（Ｓ３０：ＹＥＳ）、取得した読取設定に基づいてＣＩ
Ｓ３０、３２に対して原稿Ｇの読み取りを指示する（Ｓ３２）。
【００７０】
　ＣＰＵ２０は、原稿Ｇの読み取りを開始すると、再びエラー検知処理を実行する（Ｓ３
４）。ＣＰＵ２０は、エラー検知処理が正常終了すると、Ｒセンサ１４がオフしているか
を確認する（Ｓ３５）。ＣＰＵ２０は、Ｒセンサ１４がオフしていない場合（Ｓ３５：Ｎ
Ｏ）、Ｓ３４からの処理を繰り返す。一方、ＣＰＵ２０は、Ｒセンサ１４がオフすると（
Ｓ３５：ＹＥＳ）、Ｒセンサ１４がオフしてから第１ステップ数だけ原稿Ｇが搬送される
こと（Ｓ３６）と、Ｒセンサ１４が再びオンに切り替わること（Ｓ３７）、のいずれかの
事象が発生するのを待機する。
【００７１】
　ＣＰＵ２０は、いずれの事象も発生していない間（Ｓ３６：ＮＯ、Ｓ３７：ＮＯ）、Ｓ
３４からの処理を繰り返す。一方、ＣＰＵ２０は、Ｒセンサ１４がオフしてから原稿Ｇが
第１ステップ数搬送される前にＲセンサ１４が再びオンに切り替わると（Ｓ３６：ＮＯ、
Ｓ３７：ＹＥＳ）、再びエラー検知処理を実行する（Ｓ３８）。ＣＰＵ２０は、エラー検
知処理が正常終了すると、Ｒセンサ１４がオフしてから第１ステップ数だけ原稿Ｇが搬送
されたかを確認する（Ｓ４０）。ＣＰＵ２０は、Ｒセンサ１４がオフしてから原稿Ｇが第
１ステップ数搬送されていない場合（Ｓ４０：ＮＯ）、Ｓ３８からの処理を繰り返す。
【００７２】
　一方、ＣＰＵ２０は、Ｒセンサ１４がオフしてから原稿Ｇが第１ステップ数搬送された
場合（Ｓ４０：ＹＥＳ）、ＣＩＳ３０、３２に対して原稿Ｇの読取終了を指示し（Ｓ４２
）、Ｓ２６からの処理を繰り返す。
【００７３】
　また、ＣＰＵ２０は、Ｒセンサ１４が再びオンする前にＲセンサ１４がオフしてから原
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稿Ｇが第１ステップ数搬送されると（Ｓ３６：ＹＥＳ、Ｓ３７：ＮＯ）、ＣＩＳ３０、３
２に対して原稿Ｇの読取終了を指示する（Ｓ４４）。ＣＰＵ２０は、Ｆセンサ１３の状態
を確認し（Ｓ４６）、Ｆセンサ１３がオンしている場合（Ｓ４６：ＹＥＳ）、つまり、給
紙トレイ２に次の原稿Ｇが残っている場合に、次の原稿Ｇに対してＳ２６からの処理を繰
り返す。
【００７４】
　一方、ＣＰＵ２０は、Ｆセンサ１３がオフしている場合（Ｓ４６：ＮＯ）、つまり、給
紙トレイ２に次の原稿Ｇが残っていない場合に、搬送経路２２に沿った読取位置Ｙ１、Ｙ
２と排紙トレイ４Ａ、４Ｂの間の距離に相当する第２ステップ数だけ原稿Ｇを更に搬送し
て、搬送部５６に対して原稿Ｇの搬送終了を指示し（Ｓ４８）、読取処理及び搬送読取処
理を終了する。
【００７５】
　４．本実施形態の効果
（１）本実施形態の読取装置１では、原稿Ｇの搬送を開始すると、エラー検知処理を実行
し、トレイ板検知センサ１５を用いて切替板４８の姿勢に関する情報を取得するとともに
、給紙トレイ２に原稿Ｇが残っている場合には、原稿サイズ検知センサ１６を用いて給紙
トレイ２に残っている原稿Ｇ、つまり、搬送部５６に搬送される前の原稿Ｇの原稿サイズ
を判断する。そして、これらの情報、及び、原稿サイズに基づいてエラーフラグをオンに
設定し、エラーフラグがオンに設定されていることに基づいて現在搬送されている原稿Ｇ
の搬送を停止させる処理を実行する。この読取装置１によれば、原稿サイズ、詳細には、
原稿幅に起因して生じるジャムの発生を、原稿Ｇの搬送を停止することで抑制することが
できる、ジャムの発生による原稿Ｇの破損を抑制することができる。
【００７６】
（２）具体的には、切替板４８の姿勢が、原稿Ｇを排紙トレイ４Ｂへと案内する第２姿勢
であり、給紙トレイ２に大型原稿が載置されている場合、大型原稿がその後に開口５Ｂを
介して排紙トレイ４Ｂに搬送されることが抑制されるので、大型原稿が開口５Ｂを通過す
ることができずにジャムが発生し、破損されるのを抑制することができる。
【００７７】
（３）また、切替板４８の姿勢が、原稿Ｇを排紙トレイ４Ａへと案内する第１姿勢であり
、給紙トレイ２に小型原稿が載置されている場合、小型原稿がその後に湾曲部６０を介し
て排紙トレイ４Ａに搬送されることが抑制されるので、小型原稿が湾曲部６０を通過する
ことができずにジャムが発生したり、通過する際に原稿Ｇが湾曲したして、破損されるの
を抑制することができる。
【００７８】
（４）本実施形態の読取装置１では、複数の原稿Ｇを読み取る際に、１枚目に読み取る原
稿Ｇに対しては、原稿サイズ検知センサ１６を用いて原稿サイズが検出されるので、搬送
部５６によって１枚目の原稿Ｇの搬送が開始される前に、原稿Ｇの原稿サイズを示すフラ
グを設定しておくことができる。また、原稿サイズ検知センサ１６は、エラー検知処理に
おいて、給紙トレイ２に残存している原稿Ｇの原稿サイズを検出するセンサでもある。１
枚目に読み取る原稿Ｇと、給紙トレイ２に残存している原稿Ｇとを、共通の原稿サイズ検
出センサ１６を用いて検出することで、異なるセンサを用いて検出する場合に比べて、精
度良く原稿サイズを検出することができる。
【００７９】
（５）そして、２枚目以降に読み取る原稿Ｇに対しては、原稿サイズ検知センサ１６では
なく、トレイ板検知センサ１５を用いて取得された切替板４８の姿勢に関する情報から搬
送部５６により現在搬送されている原稿Ｇの原稿サイズを取得するので、迅速に当該原稿
Ｇの原稿サイズを取得することができる。
【００８０】
　　＜実施形態２＞
　実施形態２を、図１０を用いて説明する。本実施形態は、大型原稿エラー検知処理にお
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いて、トレイ板検知センサ１５を用いて切替板４８の姿勢に関する情報を取得する。その
一方、給紙トレイ２に原稿Ｇが残っているか否かを確認しなければ、給紙トレイ２に原稿
Ｇが残っている場合でも、その原稿Ｇの原稿サイズを判断しない点で、実施形態１と異な
る。以下の説明では、実施形態１と同一の内容については重複した記載を省略する。
【００８１】
　１．大型原稿エラー検知処理
　図１０に示すように、ＣＰＵ２０は、大型原稿エラー検知処理を開始すると、トレイ板
検知センサ１５の状態を確認する（Ｓ９２）。ＣＰＵ２０は、トレイ板検知センサ１５が
オフしている場合（Ｓ９２：ＮＯ）、「トレイ板が開いているので、トレイ板を閉じて下
さい。」との旨のエラーメッセ－ジを表示部１２に表示させ（Ｓ９４）、エラーが生じて
いることを示すエラーフラグをオンし（Ｓ９６）、エラーフラグオンしたことをＲＡＭ２
７に記憶して、大型原稿エラー検知処理を終了する。
【００８２】
　一方、ＣＰＵ２０は、トレイ板検知センサ１５がオンしている場合（Ｓ９２：ＹＥＳ）
、Ｆセンサ１３の状態、及び、原稿サイズ検知センサ１６の状態を確認せず、エラーフラ
グをオフする（Ｓ１０８）。つまり、Ｆセンサ１３の状態、及び、原稿サイズ検知センサ
１６の状態に関わらず、エラーフラグをオフして原稿Ｇの搬送を停止しないことを決定し
、大型原稿エラー検知処理を終了する。
【００８３】
２．本実施形態の効果
（１）本実施形態の読取装置１では、大型原稿エラー検知処理において取得された切替板
４８の姿勢が、原稿Ｇを排紙トレイ４Ａへと案内する第１姿勢である場合には、エラーフ
ラグをオンに設定せず、給紙トレイ２に原稿Ｇが残っている場合には、原稿の搬送を継続
する。
【００８４】
（２）給紙トレイ２に載置される原稿Ｇは、大型原稿であっても小型原稿であってもＵパ
ス２２Ａと排紙トレイ４Ａとの境界部分５Ａを通過することができ、排紙トレイ４Ａへ排
紙することができる。また、使用者にとっては、小型原稿は多少湾曲したとしても、小型
原稿がＵパス２２Ａに沿って搬送されるとともに読み取りが実行されたほうが、読み取り
が停止される場合に比べて、利便性が高い。この読取装置１では、小型原稿がＵパス２２
Ａに沿って搬送される可能性があっても原稿Ｇの搬送を継続するので、小型原稿がＵパス
２２Ａに沿って搬送されることが抑制される場合に比べて、読取装置１の利便性を向上さ
せることができる。
【００８５】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような種々の態様も本発明の技術的範囲に含まれる。
（１）上記実施形態では、スキャナ機能を備えた読取装置１を用いて説明を行ったが、本
発明はこれに限られず、プリンタ機能、コピー機能、ファクシミリ機能などを備えた複合
機であってもよい。
【００８６】
（２）上記実施形態では、読取装置１が１つのＣＰＵ２０を有し、この１つのＣＰＵ２０
によって搬送読取処理等の各種処理が実行される例を用いて説明を行ったが、本発明はこ
れに限られない。例えば、複数のＣＰＵにより各部が構成されてもよければ、ＡＳＩＣ（
Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）
などのハード回路のみにより各部が構成されてもよい。さらには、単数又は複数のＣＰＵ
及びＡＳＩＣによって、各部が構成されてもよい。
【００８７】
（３）また、ＣＰＵ２０が実行するプログラムは必ずしもＲＯＭ２６に記憶されている必
要はなく、ＣＰＵ２０自身に記憶されていてもよければ、他の記憶装置に記憶されていて
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【００８８】
（４）上記実施形態では、複数の原稿Ｇを読み取る際に、２枚目以降に読み取る原稿Ｇに
対しては、原稿Ｇの搬送中にトレイ板検知センサ１５を用いて取得された切替板４８の姿
勢に関する情報から搬送部５６により現在搬送されている原稿Ｇの原稿サイズを取得する
例を用いて説明を行ったが、本発明はこれに限られない。本実施形態の読取装置１では、
給紙トレイ２に載置された原稿Ｇの原稿サイズが、搬送部５６によって搬送される前に原
稿サイズ検知センサ１６を用いて検出され、その検出結果がＲＡＭ２７に記憶されている
。そのため、２枚目以降に読み取る原稿Ｇに対しても、原稿サイズ検知センサ１６の検出
結果に基づいて、搬送部５６により現在搬送されている原稿Ｇの原稿サイズを取得しても
よい。
【００８９】
（５）上記実施形態１では、大型原稿エラー検知処理において、原稿サイズ検知センサ１
６の状態を確認し（Ｓ１０２）、原稿サイズ検知センサ１６がオフしている場合（Ｓ１０
２：ＮＯ）、「現在、Ａ６以下サイズの原稿はスキャンできません。原稿を給紙トレイか
ら取り除いて下さい。」との旨のエラーメッセ－ジを表示部１２に表示させ（Ｓ１０４）
、エラーフラグをオンする（Ｓ１０６）例を用いて説明を行ったが、本発明はこれに限ら
れるものではない。上記実施形態２のように、当該場合に原稿Ｇの搬送を継続したい場合
には、原稿サイズ検知センサ１６がオフしている場合（Ｓ１０２：ＮＯ）、「原稿が多少
湾曲する虞があります。」との旨の注意喚起メッセ－ジを表示部１２に表示させ、エラー
フラグをオフしてもよい。
【００９０】
（６）上記実施形態では、給紙ローラ４０にワンウェイクラッチ機構が構成されている例
を用いて説明を行ったが、本発明はこれに限られるものではない。本明細書によって開示
される発明は、ワンウェイクラッチ機構が構成されていない読取装置にも適用することが
できる。
【符号の説明】
【００９１】
４Ａ、４Ｂ：排紙トレイ、５Ａ：境界部分、５Ｂ：開口、１５：トレイ板検知センサ、１
６：原稿サイズ検知センサ、２２Ａ：Ｕパス、２２Ｂ：Ｓパス、４０：給紙ローラ、４８
：切替板、５４：トレイ板、５８：連結部材、６４：ピン、６６：凸部、Ｈ：搬送領域、
ＭＨ：中央領域、Ｌ０：原稿長、Ｎ：搬送枚数、Ｖ１：給紙速度、Ｖ２：搬送速度、Ｙ１
、Ｙ２：読取位置、Ｙ３、Ｙ４：検出位置、Ｚ：紙間距離、θ：空転角度



(16) JP 6108213 B2 2017.4.5

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(17) JP 6108213 B2 2017.4.5

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(18) JP 6108213 B2 2017.4.5

【図９】 【図１０】



(19) JP 6108213 B2 2017.4.5

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０３Ｇ   21/00     ５００　        　　　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　１／００
              Ｇ０３Ｇ　　１５／００
              　　　　　　１５／３６
              　　　　　　２１／００
              　　　　　　２１／０２
              　　　　　　２１／１４
              　　　　　　２１／２０
              Ｈ０４Ｎ　　　１／０４　－　１／２０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

